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2023年 6月 2日 第 30号 

 

文科省・自民党が時間外勤務手当支給を拒否！ 

さらに競争を促す「新たな手当」、ごまかしの「教職調整額増額」 

文科省は 5 月 22 日、中教審（中央教育審議会）に「質の高い教員の確保」のためとして。教員の働

き方改革にかかわる方策の検討を諮問しました。マスコミ報道では、昨今の教員不足の最大要因である

長時間労働の常態化について、給与の増額などの待遇改善のためとしていますが、その内実は、あらた

な手当の増設など、教員間のいっそうの競争をあおるものとなっています。 

 

 

 

文科省は現場の実態を無視 

中教審諮問に先立つ 4 月 13 日、文科省はすでに設置されていた「質の高い教師の確保のための教職

の魅力向上に向けた環境の在り方等に関する調査研究会」に「論点整理（案）」を提示しています。そ

の主な内容は、以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読んでいるだけで腹が立ってくる内容が並んでいますが、これが文科省の本音です。 
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中央教育審議会（中教審）は文部科学省組織令に基づいて設置される審議会で、教育制

度、教員免許、学習指導要領、教育・スポーツの振興などの重要な施策は、必ず中教審の

審議を経て法制化されることになっています。 

◆ 教員の職務の特殊性から、教員の複雑な職務は勤務時間の内外に切り

分けられない。 

◆ 時間外勤務手当を支給するとした場合、管理職の大きな負担となる。 

◆ 勤務時間内に効率良く職務を終えている教員もいる。 

◆ 自発的に教材研究をして在校等時間が長い教員もいるが、教育の成果

は勤務時間の長さのみに基づくものではない。 

◆ 教員の処遇の改善は、質の高い教師を確保し教育の質の向上を図るこ

とが目的である。 

◆ 変形労働時間制のいっそうの活用をはかるべきである。 

なんだこれは！ 

現場を何も 

わかってないわ！ 
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自民党は、さらなる教員間の競争をあおる提言 

さらに自民党は 5 月 10 日、「令和の教育人材確保実現プラン」と題する政策提言を取りまとめまし

た。「働き方改革」と「優れた教員の確保」をセットにした内容で、文科省と全く同じ考え方です。提言

では、月２０時間程度の時間外勤務だとして、教職調整額を１０％にするとしています。「時間外勤務

手当」の支給は、教員の特殊性から「取るべきではない」と断言し、以下のことを提言しています。 

 

 

 

 

 

 

正当な時間外勤務手当の支給こそ、長時間労働の歯止め 

全教の勤務実態調査では、全国 3000 人の平均の時間外勤務は月 92 時間でした。文科省による勤務

実態調査では、自宅への持ち帰り業務や土日の出勤は含めないなど、ごまかしだらけですが、それでも

データから試算すると月 79 時間の時間外勤務を行なっているのが実態です。 

厚労省は、月８０時間の残業を「過労死ライン」としており、教員は平均で過労死ラインに達してい

ることになります。 

また月８０時間の時間外勤務手当は、４０歳の給与で月額約１６万円になります。自民党のいう教職

調整額１０％は、せいぜい３万円程度です。市役所や県庁の職員は、月８０時間の残業をすればちゃん

と１６万円もらっています。 

どこの会社でも、どこの役所でも、何時間残業しても残業手当が定額などいうことはありえません。

正当な時間外勤務手当を支給してこそ、本当に必要な業務が精選され、必要な教職員の増加にもつなが

ります。 

「もうタダ働きをやめよう！！」と、みんなで声をあげるべき時です。岸田政権の「軍事費２倍」を

やめれば、財源は有り余るほどあります。 

  

◆ 教職調整額の増額（10％） 

◆ 新たな級の創設による、メリハリのある給与体系 

◆ 管理職手当の増額 

◆ 主任手当の改善 
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【全文は、市教組ホームページに掲載しています】 

 

 

 

抜粋 
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車の乗り換え、お子さんが車を運転するなどのときは、 

安心な「全教自動車保険」へ （車検証ですぐ見積もり、団体割引もあります） 

（見積もり依頼は (有)教育文化センター・井上さんまで ℡ ０２３－６０８－３５２０） 

抜粋 


